
コンピテンシーごとの科目達成レベル（表１）

達成レベル
（パフォーマンスレベル）

Ａ－非常に優れている
（行動力を備える）

B－優れている
（表現力を備える）

C－良い
（理解力を備える）

D－限定的に良い
（知識力を備える）

E－単位認定に
関係しない

F－経験する　
機会がない

コンピテンシー

Ⅰ．倫理観と社会的使命

本学医学生は、卒業時に豊かな
人間性と高い倫理観を有し、社会的
使命を果たす確固たる意志をもっ
て、患者中心の医療を実践できる

診療の場で医師に
求められる態度・
価値観を示せるこ
と

診療の場で医師に
求められる態度・
価値観を示せるこ
と

本学医学生は、卒業時に多種
多様な医療チームのメンバーを理
解・尊重し、協同作業の中で、医師
として求められる役割を示すこと
ができる

医師に求められる
態度・価値観を模
擬的に示せること

医師に求められる
態度・価値観を模
擬的に示せること

基盤となる態度・
価値観を示せるこ
と

基盤となる知識を
示せること

経験する機会があ
るが、単位認定に
関係しない

経験する機会が
ない

Ⅱ．人間関係の構築

　本学医学生は、卒業時に他者を
理解し、お互いの立場を尊重した
人間関係を構築し、医療の現場で
適切なコミュニケーションを実践
することができる

基盤となる態度・
スキルを示せるこ
と

基盤となる知識を
示せること

経験する機会があ
るが、単位認定に
関係しない

経験する機会が
ない

Ⅲ．チーム医療の実践

診療の一部として
実践すること

模擬診療を実施で
きること

基盤となる態度・
スキルを示せるこ
と

基盤となる知識を
示せること

経験する機会があ
るが、単位認定に
関係しない

経験する機会が
ない

Ⅳ．医学および関連領域の基本的知識

　本学医学生は、卒業時に基本的
医学知識および薬学、生命科学な
どの関連領域の知識を示すことが
できる

実践の場で問題解
決に応用できるこ
と

問題解決に応用で
きる知識を示せる
こと

基礎となる知識の
関連性を示せるこ
と

基盤となる知識を
示せること

修得する機会があ
るが、単位認定に
関係しない

修得する機会が
ない

Ⅴ．診療の実践

　本学医学生は、卒業時に診療技
能に加え、患者背景および医療安
全への配慮を含めた全人的な診療
を示すことができる

診療の一部として
実践できること

模擬診療を実施で
きること

基盤となる態度・
スキルを示せるこ
と

基盤となる知識を
示せること

経験する機会があ
るが、単位認定に
関係しない

経験する機会が
ない

Ⅵ．社会制度の活用と予防医学の実践

　本学医学生は、卒業時に保健・
医療・福祉の社会制度を理解し、
その活用により疾病の予防や健康
増進案を示すことができる

予防や保健・福祉
の場で実践できる
こと

検証と改善計画立
案のできること

基盤となる態度・
スキルを示せるこ
と

基盤となる知識を
示せること

経験する機会があ
るが、単位認定に
関係しない

経験する機会が
ない

Ⅶ．科学的探究と生涯学習

　本学医学生は、卒業時に豊かな
感性と批判的精神で真理を求め、
自分の意見を的確に発信し、自ら
の能力の継続的な向上を図ること
ができる

診療の場で実践で
きること

研究計画の立案、
研究への参加がで
きること

基盤となる態度・
スキルを示せるこ
と

基盤となる知識を
示せること

経験する機会があ
るが、単位認定に
関係しない

経験する機会が
ない

Ⅷ．地域における医療とヘルスケア

　本学医学生は、卒業時に地域に
おける医療のニーズと現状を理解
し、地域社会の医療資源を活用し
た包括的医療を示すことができる

実践の場で問題解
決に応用できるこ
と

問題解決に応用で
きる知識を示せる
こと

基盤となる態度・
スキルを示せるこ
と

基盤となる知識を
示せること

経験する機会があ
るが、単位認定に
関係しない

経験する機会が
ない
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医学部カリキュラムについて
本学では大学教育に必要な学修方法の習得等を目的とした以下の総合的プログラム（初年次教育）を設けている。

科目名 必修科目 開講時期 回 項目 成績評価方法

大学基礎論 ○ １年次前期

6 中間発表について

レポート（50%）
発表（50%）

7 中間発表１

グループワーク

13 グループワーク

情報科学 ○ １年次前期

3 コンピュータのハードウェアと
基本操作

試験（90%）
課題（10%）

12 情報セキュリティー

情報科学実習 ○ １年次前期

1～４ 情報検索
プレゼンテーション１

レポート（90%）
実習態度（10%）

5～8 プレゼンテーション２

基礎化学実習 ○ １年次前期 1～４ プラスミドＤＮＡの制限酵素処理、
レポート作成方法

レポート（70%）
実習態度（30%）

早期医療体験学習 ○ １年次前期

1 全体説明
実習態度（50%）
発表（30%）
レポート（20%）

29~32 まとめ

チーム医療体験学習 ○ １年次後期 30~32 実習発表並びに討論会
実習態度（50%）
発表（30%）
レポート（20%）

文章論 （選択） １年次後期 1～15

自己紹介・スピーチ、ノートのとり
方、ゼミナールの受け方の基礎、は
じめてのレポート、会議のもち方、
討論の仕方、手紙の書き方、文章表
現のポイント（１）～（６）、望まし
い言語表現

医学部・総合教育プログラム一覧

11

平常点（40%）
試験（60%）
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